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本多ヨシ 様　今年１０１歳。車イスの生活ですが、長男さん夫婦と一緒に暮らしておられ、
趣味の絵手紙を老人会の作品展に出品したり、ひ孫さんのお祝着の寸法直しなどの手仕事を
楽しみながらしておられます。

  

一
般
社
団
法
人

     

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
が
新
出
発
！

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会

会　

長　

野
上　

薫
子　

　

新
し
い
公
益
法
人
制
度
が
平
成
十
八

年
六
月
二
日
に
公
布
、
本
年
十
二
月
一

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
に
と
っ

て
法
人
格
の
取
得
は
積
年
の
課
題
で
あ

り
念
願
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
年
度

当
初
よ
り
こ
の
日
に
焦
点
を
あ
て
準

備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
お
陰
様

で
無
事
登
記
を
済
ま
せ
、
十
二
月
一

日
よ
り
「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県

介
護
福
祉
士
会
」
と
し
て
活
動
を
開

始
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

間
、
本
会
を
暖
か
く
見
守
り
、
陰
に

陽
に
ご
支
援
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
深
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

会
則
十
九
条
三
項
の
規
定
に
よ
り

十
一
月
九
日
の
理
事
会
に
お
い
て
臨
時

総
会
の
開
催
（
日
時
：
十
一
月
二
十
九

日
十
三
時
三
十
分
～
）を
正
式
に
決
定
、

十
一
月
十
二
日
開
催
通
知
を
全
会
員
に

送
付
し
、
十
一
月
十
三
日
代
議
員
に
出

席
依
頼
状
を
送
付
し
ま
し
た
。
臨
時
総

会
の
議
事
で
あ
る
「
一
般
社
団
法
人
神

奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
設
立
登
記
完
了

時
に
現
在
の
任
意
団
体
神
奈
川
県
介
護

福
祉
士
会
を
解
散
す
る
こ
と
」・「
神
奈

川
県
介
護
福
祉
士
会
の
残
余
財
産
及
び

事
業
の
一
切
を
一
般
社
団
法
人
神
奈
川

県
介
護
福
祉
士
会
に
無
償
譲
渡
す
る
こ

と
」・「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
介
護

福
祉
士
会
の
定
款
」
が
出
席
代
議
員
の

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

本
年
は
当
会
設
立
（
平
成
五
年
十
月

二
十
六
日
）
十
五
周
年
に
当
た
る
大
事

な
節
目
の
年
で
す
。
介
護
の
質
の
向
上

を
図
る
た
め
、
根
拠
法
で
あ
る
「
社

会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」（
昭

和
六
十
二
年
制
定
）
も
二
十
年
目
の

昨
年
末
改
正
さ
れ
、
新
し
い
理
念
の

下
、
新
し
い
介
護
福
祉
士
像
を
掲
げ
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
明
年
度
か
ら
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
介
護
福
祉
士
の
養
成

が
始
ま
り
ま
す
。
一
方
、
介
護
現
場

が
人
手
不
足
で
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る

中
、
介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深

め
、
利
用
者
、
家
族
、
介
護
従
事
者
を

支
え
、
介
護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓

発
を
重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
の
日

と
し
て
「
介
護
の
日
」（
十
一
月
十
一

日
）
も
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
年
度

の
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
も
介
護
従

事
者
の
給
与
引
き
上
げ
に
な
る
よ
う
、

そ
の
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

介
護
問
題
が
社
会
の
脚
光
を
浴
び
れ

ば
浴
び
る
程
、
介
護
福
祉
の
専
門
職
と

し
て
の
介
護
福
祉
士
の
責
務
は
重
く
な

り
ま
す
。法
人
格
取
得
を
喜
ぶ
と
共
に
、

法
人
格
を
持
つ
職
能
団
体
と
し
て
の
そ

の
責
任
の
重
さ
を
再
確
認
し
、
と
も
ど

も
に
前
進
致
し
ま
し
ょ
う
。
会
員
の
皆

様
、
良
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
明

年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

説明する野上会長



　

　

十
一
月
十
一
日
（
い
い
日
い
い
日
）

が
本
年
か
ら
新
た
に
「
介
護
の
日
」
に

制
定
さ
れ
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議

会
・
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
・
神
奈

川
県
の
三
者
共
催
に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
神
奈
川
県
立

保
健
福
祉
大
学
名
誉
学
長
・
阿
部
志
郎

先
生
の
「
介
護
の
み
ら
い
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
午
後
は
急
ご
し

ら
え
の
高
座
を
し
つ
ら
え
て
介
護
落
語

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の

資
格
を
持
ち
介
護
の
仕
事
に
も
か
か

わ
っ
て
お
ら
れ
る
林
家
源
平
さ
ん
（
故

林
家
三
平
門
下
・
真
打
）の「
五
人
介
護
」

は
利
用
者
様
に
関
す
る
落
語
で
、
笑
い

を
誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
機

関
に
よ
る
「
福
祉
の
し
ご
と
」
相
談
会

が
行
わ
れ
、
多
数
の
一
般
の
方
々
の
参

加
も
あ
り
盛
会
で
し
た
。

　

阿
部
先
生
の
お
話
の
中
で
、「
介
護

は
、
さ
れ
る
人
・
す
る
人
が
、
生
き
る

喜
び
と
明
日
へ
の
希
望
を
見
出
す
こ
と

で
あ
り
、そ
れ
が
介
護
の
原
点
で
あ
る
」

と
の
こ
と
に
、
心
を
新
た
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

・
朝
日
新
聞
社

な
ど
の
取
材
も
あ
り
、
介
護
の
今
後
に

一
縷
の
望
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
日

で
し
た
。　

  (

副
会
長 

三
ヶ
島
靖
子
）

いい日、いい日、毎日、
あったか介護ありがとう

♦介護の日制定記念セミナー　
　テーマ　「介護のみらい」
　講　師　阿部志郎氏（保健福祉大学名誉学長）　

♦介護落語　林家源平氏（故林家 三平門下､ 真打）
　テーマ　「五人介護」

♦その他のイベント　　
　☆チャレンジ！介護体験　
　☆介護職員を必要としている施設って？
　　それはどんな施設？どこにあるの？
　☆介護のプロになるにはどんな資格がいるの？　
　　資格をとるには？
　☆ひとりで抱えこまないで！～介護相談～　　　
　☆一緒に歩こう！～権利擁護 ･ 成年後見人相談～
　

神奈川県社会福祉協議会、神奈川県介護福祉士会、
神奈川県の三者共催で開催

“１１月１１日介護の日”
趣　旨

　高齢化などにより介護が必要な方々が増加して

いる一方、介護にまつわる課題は多様化していま

す。こうした中、多くの方々に介護を身近なもの

としてとらえていただくとともに、それぞれの立

場で介護を考え、関わっていただくことが必要と

なっています。

　介護についての理解と認識を深め、介護サービ

ス利用者及びその家族、介護従事者等を支援す

るとともに、これらの人たちを取り巻く地域社会

における支え合いや交流を促進する観点から、高

齢者や障害者等に対する介護に関し、国民への啓

発を重点的に実施する日を設定することとしまし

た。

　　　　　　　　厚生労働省

http://www.mhlw.go.jp/bunya/seikatsuhogo/kaigo-
day/index.html 参照

　

十
一
月
十
一
日
「
介
護
の
日
」

  

制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催 

平
成
二
十
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）　

於　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館　
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記
念
講
演

「
介
護
の
み
ら
い
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

阿
部
志
郎
氏

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
名
誉
学
長

　
　
　
　
　
　

　

人
は
“
老
い
”
を
迎
え
る
と
体
力
、

気
力
を
失
っ
て
く
る
。
そ
の
“
老
い
”

に
「
希
望
を
与
え
る
」
の
が
介
護
、
す

な
わ
ち
ケ
ア
で
あ
る
。
喪
失
現
象
を
温

か
く
支
え
「
絶
望
を
希
望
へ
」
と
変
換

す
る
事
を
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は
行
っ
て
き

た
。　

　

日
本
は
家
族
が
介
護
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
担
い
手
は
妻
・
嫁
・
娘
・

息
子
の
順
番
に
な
っ
て
い
る
。「
や
さ

し
い
嫁
が
鬼
に
な
る
」
と
の
川
柳
が
あ

る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
嫁
は
登
場
し

な
い
。
い
わ
ゆ
る
ス
ー
プ
の
冷
め
な
い

距
離
に
住
ん
で
い
て
、
娘
や
息
子
も
成

年
に
な
る
と
別
居
す
る
。
現
在
日
本
の

同
居
率
は
50
％
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
３
％

で
あ
る
。

　

年
々
介
護
の
負
担
が
重
く
年
金
は
低

く
な
り
、「
老
人
は
死
ん
で
く
だ
さ
い

国
の
た
め
」
と
い
う
川
柳
も
生
ま
れ
て

い
る
が
、
か
つ
て
わ
が
国
で
は
、
老
人

は
労
働
力
を
持
た
な
い
役
立
た
ず
と
い

う
こ
と
で
、
口
減
ら
し
の
た
め
捨
て
ら

れ
た
。
今
で
も
各
地
に
姥
捨
て
と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　

昔
、
あ
る
小
さ
な
国
の
王
様
が
隣
の

国
か
ら
「
象
の
目
方
を
測
れ
」
と
い
う

難
問
を
吹
っ
掛
け
ら
れ
た
。
出
来
な
い

と
国
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
。
王
様
は
困

り
果
て
最
後
に
老
人
に
相
談
す
る
と
、

老
人
は
「
象
を
船
に
乗
せ
て
喫
水
線
を

測
り
、
象
を
降
ろ
し
て
代
わ
り
に
同
じ

量
の
線
ま
で
石
を
乗
せ
て
そ
の
石
の
目

方
を
測
れ
ば
良
い
」
と
知
恵
を
授
け
て

く
れ
た
の
で
、
戦
争
は
避
け
ら
れ
た
。

ま
た
二
頭
の
馬
の
話
が
あ
る
。「
二
頭

の
馬
の
ど
ち
ら
が
親
で
、
ど
ち
ら
が
子

供
か
を
見
分
け
る
に
は
」の
問
題
に
は
、

「
二
頭
の
馬
の
間
に
餌
を
置
け
ば
わ
か

る
。
先
に
餌
を
食
べ
た
方
が
子
供
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
親
は
子
供
が
餌
を
食
べ

な
い
と
自
分
か
ら
先
に
食
べ
る
こ
と
は

な
い
」
こ
の
話
は
日
本
に
も
外
国
に
も

あ
る
。

　

韓
国
は
目
上
の
人
が
座
ら
な
い
と
、

若
い
人
は
座
ら
な
い
「
長
幼
の
序
」
の

精
神
が
残
っ
て
い
る
。

　

老
人
に
は
知
恵
・
技
能(

知
識
・
経

験)

が
あ
る
。
語
り
部
と
し
て
の
年
寄

り
の
役
割
、
時
代
を
継
承
す
る
役
割
、

年
寄
り
で
な
け
れ
ば
語
れ
な
い
役
割
が

あ
る
。
例
え
ば「
貧
乏
と
豊
か
さ
」・「
戦

争
と
平
和
」・「
戦
争
の
責
任
」・「
敬
老

と
棄
老
」
な
ど
な
ど
。
現
実
の
社
会
は

常
に
敬
老
と
棄
老
の
葛
藤
の
日
々
で
も

あ
る
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
来
年
は
男
性
が

八
十
歳
、
女
性
が
八
十
六
歳
に
な
り
、

百
歳
以
上
が
三
千
四
百
名
を
超
え
た
。

し
か
し
、
健
康
寿
命
と
の
差
は
男
性
1.4

年
、
女
性
2.7
年
で
ケ
ア
の
必
要
な
期
間

が
長
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
平
均
2,4
人
、

四
百
万
世
帯
が
独
り
暮
ら
し
で
あ
る
。

一
人
ぼ
っ
ち
→
孤
立
は
社
会
的
責
任
で

あ
る
。

　

「
人
間
は
孤
独
に
耐
え
て
も
、
孤
立

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。」
が
、
日
本
で

は
孤
独
と
存
在
感
を
喪
失
し
て
い
る
高

齢
者
が
多
く
、
老
人
は
無
用
（
役
割
が

な
い
）
と
の
考
え
が
あ
る
。

　

な
ぜ
、
ケ
ア
を
す
る
の
か
。
そ
れ
は

そ
の
人
を
愛
し
て
い
る
か
ら
。
愛
と
は

理
解
し
信
頼
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
い

た
わ
り
あ
い
、
喜
び
も
か
な
し
み
も
共

に
す
る
こ
と
。
ケ
ア
は
辛
い
、
嫌
な
仕

事
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
と

使
命
を
感
じ
て
ケ
ア
を
す
る
人
が
い
ま

す
。「
艱
難
汝
を
玉
に
す
」
の
こ
と
わ

ざ
通
り
、
自
分
自
身
が
高
め
ら
れ
、
希

望
が
生
ま
れ
ま
す
。
自
分
自
身
が
深
め

ら
れ
新
し
い
自
分
自
身
を
見
出
す
事
が

で
き
ま
す
。

　

ホ
ス
ピ
ス
の
語
源
は
寒
い
日
に
自
分

の
上
着
を
脱
い
で
寒
い
人
に
着
せ
る
こ

と
。
介
護
す
る
人
、
さ
れ
る
人
、
共
に

生
き
る
明
日
へ
の
希
望
と
喜
び
を
分
か

ち
合
え
ま
す
よ
う
に
。

（
要
旨　

副
会
長　

平
野
浩
子
）
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介
護
の
現
場
は
少
子
高
齢
化
・
安
い

賃
金
・
厳
し
い
勤
務
体
制
等
に
よ
り
、

人
材
不
足
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
、
時
代

が
求
め
る
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
、

講
演
・
分
科
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で

熱
い
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
の
会
員
も

三
十
五
人
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
貸
切
バ
ス
に
同
乗
し
て
、
温
泉

旅
行
気
分
で
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、

刺
激
さ
れ
種
々
の
気
づ
き
が
あ
り
、
厳

し
い
状
況
の
今
こ
そ
私
た
ち
介
護
福
祉

士
が
生
活
支
援
の
プ
ロ
と
し
て
専
門
性

を
発
揮
し
、
社
会
的
認
知
を
あ
げ
る
よ

う
に
立
ち
上
が
る
時
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
参
加
し

た
一
人
ひ
と
り
が
研
修
の
成
果
や
感
想

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
介
護
を
見
直
す
た
め
の
自
己

研
鑽
の
必
要
性
を
感
じ
る
と
共
に
、
他

県
の
仲
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
得
た
も

の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

分
科
会
で
は
、
実
践
の
中
で
利
用
者

の
尊
厳
を
保
持
し
、
自
立
を
支
援
し
て

い
る
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
・
障
害
者
等
の
行
動
や
発
言
の
意
味

を
考
察
し
、
何
を
根
拠
に
介
護
を
行
っ

て
い
る
か
が
説
明
で
き
る
こ
と
が
介
護

福
祉
士
と
し
て
の
専
門
性
に
も
繋
が
る

事
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
介
助
犬
『
レ
オ
』

と
歩
む
私
」
の
東
条
忠
興
氏
と
『
レ

オ
』
と
の
信
頼
関
係
が
、
東
条
氏
と
社

会
と
の
結
び
つ
き
を
深
く
し
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
の
実
践
の
中

で
高
齢
者
等
の
思
い
を
受
け
止
め
、
介

護
職
と
の
信
頼
関
係
の
中
で
利
用
者
自

ら
一
歩
一
歩
踏
み
出
す
事
が
出
来
る
の

で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
是
非
各
種
研
修
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
自
ら
積
極
的
に

前
向
き
に
、
仲
間
と
一
緒
に
自
己
研
鑽

し
て
、
魅
力
あ
る
介
護
福
祉
士
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。（

副
会
長　

炭
竃
美
枝
）

《
分
科
会
》

第
一
分
科
会

「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
自
立
支
援
①
」

　
　

座
長　

森　

繁
樹
氏

　

「
結
び
の
杜
ホ
ー
ム
」・「
三
世
代
交

　

流
セ
ン
タ
ー
よ
し
い
川
」・「
旭
川
荘

　

研
修
セ
ン
タ
ー
」
所
長

　

・「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
自
立
支
援
」

     

～
節
子
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
～

　

・「
忘
れ
ら
れ
な
い
二
日
間
」

　

・「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
自
立
支
援
」

　
　

～
小
規
模
多
機
能
型

　
　
　

居
宅
介
護
の
実
践
よ
り
～

　

感　

想　

　
「
介
護
度
が
重
い
利
用
者
さ
ん
に
な
に

も
出
来
な
い
と
思
い
込
み
自
立
支
援
を

阻
害
し
て
し
ま
っ
た
事
例
」「
亡
く
な

る
２
日
前
に
始
め
て
心
の
声
を
聞
い
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
何
を
聴
い
て
い
た

の
か
と
葛
藤
し
た
事
例
」「
小
規
模
多
機

能
施
設
の
シ
ス
テ
ム
運
用
の
仕
方
と
利

用
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
」
の
三
事
例
発

表
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
同
じ
よ
う
な

書
き
方
で
、
内
容
と
し
て
は
介
護
福
祉

士
と
し
て
ど
う
云
う
視
点
で
関
わ
っ
た

の
か
、
ま
た
、
内
容
を
発
表
形
式
に
纏

め
る
技
法
が
勉
強
不
足
と
の
辛
口
の
講

評
が
座
長
の
森
先
生
か
ら
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
発
表

を
し
た
り
す
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
反
省
し
た
。　
　

 ( 

副
会
長
平
野
浩
子) 

「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
自
立
支
援
②
」

座
長　

宮
島　

渡
氏

　
　

「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」
施
設
長

　　

・「
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を

　
　

目
指
し
て
」

　

・「
認
知
症
の
人
の
心
地
よ
い
居
場

　
　

所
作
り
。
は
じ
め
の
一
歩
」

　

・「
認
知
症
高
齢
者
が
必
要
と
し
て

　
　

い
る
自
立
支
援
と
は
？
」

　
　

～
人
を
支
援
す
る
ほ
ど
私
は
大
き

　
　

な
器
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
今
の

　
　

レ
ー
ル
を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て

　
　

は
楽
し
い
か
も
～

  　

社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
士
会  

第
十
五
回
全
国
大
会
開
催

　
　

  

「
魅
力
あ
る
介
護
福
祉
士
」

～
時
代
が
求
め
る
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
～

平
成
二
〇
年
九
月
二
十
日(

土)

～
二
十
一
日(

日)
　
　
　
　
　
　
　

 

伊
香
保
温
泉　

「
ホ
テ
ル　

天
坊
」
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第
二
分
科
会

「
在
宅
生
活(

高
齢
者
・
障
害
者)

　
　
　
　
　
　
　

へ
の
自
立
支
援
」

座
長　

奥
西　

栄
介
氏

　
　
　
「
神
戸
学
院
大
学
」

総
合
リ
ハ
ビ
リ 

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

准
教
授

　

・「
経
口
摂
取
を
き
っ
か
け
に
生
活

　
　

意
欲
を
取
り
戻
し
た
Ａ
氏
へ
の
と

　
　

り
く
み
」

　

・「
脳
出
血
右
肩
麻
痺
発
症
後
８
年

　
　

が
経
過
し
て
も
通
所
介
護
で
の
運

　
　

動
器
機
能
向
上
の
効
果
が
認
め
ら

　
　

れ
る
」

　

・「
介
護
予
防
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
う

　
　

つ
を
呈
す
る
特
定
高
齢
者
の
運
動

　
　

器
機
能
と
と
も
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維

　
　

持
・
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

第
三
分
科
会

「
福
祉
・
介
護
現
場
の
人
材
育
成
」

座
長　

是
枝　

祥
子
氏

　
　
　

「
大
妻
女
子
大
学
」

人
間
関
係
学
部
教
授

　

・
～
目
標
管
理
制
度
の
運
用
実
績
か
ら

　

  

「
施
設
介
護
職
職
能
等
級
要
件
基

　
　

準
書
」
を
作
り
上
げ
た
取
り
組
み
～

　　

・「
心
豊
か
な
介
護
福
祉
士
を
め
ざ
し
て
」

自
ら
が
テ
ー
マ
内
容
の
設
定
を
行
い
、

取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
介
護
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、
質
の
良

い
介
護
ビ
デ
オ
が
完
成
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
信
を
持

っ
た
介
護
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
「
育
て
る
現
場
を
育
て
る

た
め
に
」
で
あ
る
が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト

は
介
護
職
員
の
離
職
を
低
減
す
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
介
護
方
針
が
必
要

な
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
発
生
し
た
と

思
わ
れ
た
。
介
護
に
お
け
る
幅
広
い
年

齢
層
を
小
グ
ル
ー
プ
化
し
、
階
層
的
に

「
チ
ー
ム
到
達
目
標
」
を
自
由
な
発
想
で

設
定
し
、「
介
護
ラ
ダ
ー
評
価
表
」
と
し

て
策
定
す
る
と
と
も
に
自
己
評
価
を
行

い
、
自
己
解
決
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
た
。（
用
語
説
明　

ラ
ダ
ー:

は
し
ご
）

小
グ
ル
ー
プ
内
の
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
介

護
技
術
力
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
全
体

の
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
育
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
「
や
り
が
い
」

と
「
魅
力
的
な
職
場
」
と
な
る
よ
う
に

努
力
さ
れ
て
い
た
。　
　

　

以
上
に
よ
り
・
こ
の
二
事
例
は
今
後

の
介
護
職
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ひ
と

つ
の
提
言
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

（
会
員　

中
谷
英
二
）

　　「介助犬を拒むのは、車椅子に乗るなというのと同じ」 
　　「介助犬を拒むのは、メガネをかけるなというのと同じ」 

　　「身体障害者補助犬法」　２００３年１０月１日施行

　　「身体障害者補助犬とは目や耳、肢体の不自由な人のために働く盲導犬・聴導犬及び介助犬をいう」 

　　「介助犬」とは、肢体不自由により日常生活に著しい支障がある身体障害者のために、物の拾い上げ

　及び運搬、着脱衣の補助、体位の変更、起立及び歩行の支持、扉の開閉、スイッチの操作、緊急の場合

　における救助の要請その多の肢体不自由を補う補助を行う犬であって法の認定をうけているものをいう

介助犬ミニ知識

　
　

～
音
楽
や
造
形
を
と
お
し
て
コ
ミ
ュ

　
　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
拡
大
を
図

　
　

る
こ
と
か
ら
～

　

・「
育
て
る
現
場
を
育
て
る
た
め
に
」

　

・「
介
護
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

　
　

指
す
」

　
　

～
基
礎
介
護
技
術
ビ
デ
オ
製
作
に

　
　

取
り
組
む
～

　

・「
遠
い
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
見

　
　

た
日
本
の
現
実
」

　
　

～
福
祉
先
進
国
の
北
欧
研
修
よ     

　
　

り
、
日
本
の
現
状
や
福
祉
従
事
者
の

　
　

労
働
条
件
を
知
り
、
安
定
し
た
人

　
　

材
の
確
保
に
つ
な
げ
る
～

　
　

　

感　

想　
　
　

　

私
が
参
加
し
た
第
三
分
科
会
の
発
表

は
五
事
例
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
印
象

が
強
く
残
っ
た
事
例
は
「
介
護
職
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
」
と
「
育
て
る
現

場
を
育
て
る
た
め
に
」
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
「
介
護
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
」
で
は
、
会
合
時
間
の
設
定
は
時

間
外
に
行
う
事
と
し
、
対
価
を
支
払
う

こ
と
で
対
応
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、

基
礎
介
護
技
術
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
標

準
化
し
、
新
人
職
員
研
修
時
の
実
践
資

料
と
す
る
こ
と
で
、
施
設
介
護
職
員
全

体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
。

今
回
の
ビ
デ
オ
作
製
で
は
、
介
護
職
員
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介
護
福
祉
士
の

全
国
総
決
起
集
会

開
催
さ
れ
る

　
　

社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
士
会

　

は
、
去
る
九
月
二
九
日(

月)

東
京

　

都
港
区
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
、

　
　

『
介
護
福
祉
士
は
訴
え
る　

　
　
　

こ
れ
で
い
い
の
か

　
　
　
　
　

日
本
の
介
護
保
険　

　
　

～
介
護
現
場
か
ら

　
　
　

介
護
保
険
は
崩
壊
す
る
～
』

を
テ
ー
マ
に
決
起
集
会
を
開
催
。
日
本

全
国
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
の

介
護
福
祉
士
約
千
人
が
集
結
、
神
奈
川

県
か
ら
は
雨
の
中
五
十
六
人
が
か
け
つ

け
ま
し
た
。

　

同
集
会
は
、
介
護
労
働
者
を
守
る
た

め
に
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
現
在

の
介
護
現
場
の
実
状
を
訴
え
、
そ
の
声

を
国
会
に
直
接
届
け
る
事
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
介
護
労
働
へ

の
低
評
価
・
高
離
職
率
・
人
材
不
足
等

が
深
刻
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
の
介

護
を
担
う
体
制
が
、
崩
壊
し
て
し
ま
う

と
危
惧
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
来
年

度
、
介
護
報
酬
が
見
直
さ
れ
る
事
か
ら

今
の
こ
の
時
期
に
国
民
運
動
と
し
て
機

運
を
高
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
介
護
現
場
か
ら
の
実
状

報
告
に
続
い
て
、
各
政
党
の
代
表
が
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で

は
樋
口
恵
子
氏
や
沖
藤
典
子
氏
ら
が
熱

く
語
り
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者

全
員
が
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
強
い
意

志
を
示
す
『
声
明
文
』
を
読
み
上
げ
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
理
事　

中
嶋
春
子
）

県
西
地
区　

「
地
区
研
修
を
終
え
て
」

担
当
理
事　

袴
田
は
る
江

　

平
成
二
十
年
九
月
二
十
七
日
（
土
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
小
田
原
校
Ａ
Ｄ
Ｌ

室
リ
ハ
ビ
リ
室
を
お
借
り
し
「
楽
に
動

か
し
ま
し
ょ
う
・
楽
に
動
き
ま
し
ょ
う
」

と
題
し
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
会
員

十
三
名
が
参
加
し
、
理
学
療
法
士
の
昇

寛
先
生
の
指
導
の
下
、
基
本
的
な
移
乗

移
動
な
ど
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
基

本
を
理
解
し
た
上
で
そ
の
人
に
合
わ
せ

た
介
助
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
舎
内
の
見

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
支
援
専
門
員
部
会

　
　
　
　
　

「
第
一
回
介
護
支
援
専
門
員
研
修
」

担
当
理
事　

梅
田　

滋

　

平
成
二
十
年
八
月
十
六
日　

「
日
本

介
護
福
祉
士
会
ア
セ
ス
メ
ン
ト
様
式

（v
er.iv

）」
を
使
用
し
て
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
感
想
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
少
人
数
だ
っ
た
の
で
、
講
師
の
方
々

　

と
も
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し

　

“
生
活
７
領
域
か
ら
の
ア
セ
ス
メ
ン

　

ト
”
の
仕
方
は
分
か
り
ま
し
た
。
な

　

か
な
か
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
は
繋
が
ら

下
半
期
事
業
を
終
え
て

　

地
域
部
会

横
浜
地
区　

「
キ
ネ
ス
テ
テ
ィ
ク
研
修
初
級
編
」
を

受
講
し
て

会
員　

中
里
上
子

　　

自
分
の
中
で
研
修
に
行
っ
て
な
ん
と

な
く
終
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
が

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
っ
て
、
研
修
に

対
し
て
興
味
が
遠
の
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
下
西
先
生
の
講
義
に
出

会
え
て
、
仕
事
へ
の
意
欲
も
変
わ
り
ま

し
た
。

　

先
生
の
講
義
の
中
で
、“
接
触
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”“
浮
い
た
所
は

軽
い
で
す
よ
”“
経
験
し
た
動
き
は
で

き
る
”“
自
分
の
身
体
の
圧
を
わ
か
ら

な
け
れ
ば
相
手
の
身
体
も
わ
か
ら
な

い
”“
気
持
ち
い
い
、楽
、と
い
う
動
き
”

“
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ
て
相
手
の
反

応
は
変
わ
っ
て
く
る
”

　

あ
ま
り
に
自
然
な
動
き
に
、
こ
れ
は

学
習
し
て
い
か
な
き
ゃ
と
思
い
ま
し

た
。　
　

　

時
間
が
経
つ
の
が
早
く
、
次
回
パ
ー

ト
２
を
し
て
頂
け
る
こ
と
を
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
だ
新
人
の

　

た
め
繰
り
返
し
作
る
こ
と
が
勉
強
だ

　

と
感
じ
て
い
ま
す
。

・
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）
を
抽

　

出
す
る
ま
で
の
方
法
は
難
し
か
っ

　

た
が
説
明
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

・
説
明
等
わ
か
り
易
く
、
グ
ル
ー
プ
の

　

人
と
も
気
持
が
通
じ
あ
え
た
の
で
よ

　

か
っ
た
。
質
問
な
ど
も
し
や
す
く
、

　

固
く
成
ら
ず
に
す
み
ホ
ッ
ト
し
て

　

い
ま
す
。

・
今
ま
で
漠
然
と
し
て
い
た
ア
セ
ス
メ

　

ン
ト
が
少
し
わ
か
り
、
と
て
も
よ

　

か
っ
た
。

・
昨
年
度
も
生
活
７
領
域
の
研
修
を
受

　

け
ま
し
た
。
前
回
、
分
類
の
理
解
が

　

な
か
な
か
で
き
ず
苦
労
し
ま
し
た

　

が
、
今
回
分
類
の
考
え
方
や
シ
ー
ト

　

の
使
い
方
が
自
分
な
り
に
理
解
で
き

　

た
の
で
、
大
変
よ
か
っ
た
。

・
介
護
福
祉
士
会
方
式
は
書
込
み
が
多

　

い
の
で
大
変
で
す
が
、
考
え
方
が
理

　

解
で
き
、
自
然
に
ニ
ー
ズ
が
導
き
だ

　

さ
れ
、
繰
り
返
し
て
や
る
こ
と
が
大

　

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・
施
設
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
在
宅
に
お
け
る

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
と
の
間
で
の
立
て
方
で
は
、

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
て
方
が
違
い
、
考
え

　

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
技
術
研
究
会

　
　
　
　
　

担
当
理
事　

斎
藤
美
貴

　

介
護
技
術
講
習
の
指
導
者
で
構
成
さ

れ
て
い
る
研
究
会
の
事
業
と
し
て
は
、

新
た
に
県
内
各
地
へ
「
介
護
技
術
の
基

本
」
を
普
及
す
る
出
前
研
修
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
研
修
生
か

ら
は
「
こ
の
よ
う
な
介
護
方
法
は
知
ら

な
か
っ
た
、
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
ま
た
研

修
で
き
る
か
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
効
果
的
な
人
材
育
成
の

た
め
に
は
、
日
常
の
職
場
の
中
で
、
日

常
の
業
務
を
遂
行
し
な
が
ら
、
仕
事
に

必
要
な
知
識
・
技
能
・
技
術
・
態
度
を

計
画
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
介
護
現
場
で

は
、
人
手
不
足
で
遠
方
へ
の
研
修
に
出

か
け
る
時
間
が
と
り
に
く
い
実
状
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
次
回
開
催
の
機
会
に
参

加
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
方
達
に
は
会
場
交
渉
や
、

研
修
生
募
集
等
で
今
後
も
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
す
。

　

研
究
会　

第
三
者
評
価
研
究
会

　
　
　
　

担
当
理
事　

田
口
久
美
子　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
各
評
価
機
関
に
よ
り
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会

は
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
県

社
協
）
が
独
自
に
開
発
し
た
評
価
項
目

を
使
わ
せ
て
頂
き
、
第
三
者
評
価
機
関

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
第
三
者
評
価
研
究
会
を
設

け
、
会
員
の
中
か
ら
募
集
し
、
七
名
の

研
究
会
員
に
よ
り
八
月
二
十
八
日
第
一

回
の
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
評
価

機
関
の
設
立
決
定
に
至
る
経
緯
、
設
立

に
向
け
て
の
今
後
の
予
定
、
研
究
会
員

の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
九
月
二
十
九
日
の
第
二
回
の
研

究
会
で
は
、
県
社
協
版
評
価
項
目
の
特

徴
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
今
後
も

月
一
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
評
価
機

関
設
立
に
向
け
て
活
動
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。
会
員
の
中
で
、
第
三
者
評
価

事
業
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
調
査
員
の
資
格

を
お
持
ち
の
方
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

　
　
　
　
　

担
当
理
事　

浦
野
直
子

　

施
設
の
介
護
支
援
専
門
員
が
入
所
者

の
た
め
に
作
成
す
る
「
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
書
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究

会
が
本
年
度
、新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。

研
究
会
に
集
う
仲
間
は
合
計
八
名
。
全

員
が
課
題
意
識
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
八
月
末
の
初
顔
合
わ
せ

か
ら
十
月
に
か
け
て
計
二
回
の
検
討
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

“
人
は
、
施
設
に
入
所
し
て
い
よ
う

が
在
宅
で
あ
ろ
う
が
そ
の
人
ら
し
く
生

き
て
い
く
べ
き
”
で
す
。
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
そ
の
人
の
生
活
に
対
す
る
価

値
観
は
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
誰

も
が
願
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
絵
空
事

で
は
な
く
確
実
に
実
行
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
施
設
プ
ラ
ン
が
望
ま
し
い

の
か
、
仕
組
み
が
必
要
な
の
か
。
介
護

支
援
専
門
員
は
「
利
用
者
の
生
活
を

ト
ー
タ
ル
で
み
る
こ
と
」が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
施
設
に
い
る
各
専
門
職

は
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。そ
う
い
う“
ケ

ア
プ
ラ
ン
”
を
目
指
し
て
、
た
だ
い
ま

研
究
中
で
す
。
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介
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有
限
会
社　

金　

港　

堂

　
　

 

電
話
０
４
５( 

３
２
２)

０
２
３
４

編

集

後

記

　

湘
南
東
地
区

　　

湘
南
東
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今
年

も
、
九
月
二
十
八
日
（
日
）
に
「
藤
沢

市
民
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
、
全
国
一

斉
介
護
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス

内
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
市
民
の
方
が
会
場
を
訪
れ
、
人
、
人
、

人
の
波
で
し
た
。

　

相
談
に
立
ち
止
ま
る
人
は
、
そ
の
中

の
ほ
ん
の
一
握
り
の
人
で
す
が
、
通
行

す
る
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、「
全
国
一
斉

介
護
相
談
〈
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士

会
」」「
な
ん
で
も
介
護
相
談
〈
介
護
福

祉
士
会
湘
南
東
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
〉」
の

ポ
ス
タ
ー
を
目
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
賑
や
か
な
お
祭
り
の
中
で
は
、
本

当
に
地
味
な
ブ
ー
ス
で
す
が
、「
継
続

こ
そ
力
」
と
毎
年
、
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
二
十
名
近
く
の
方
の
相
談

が
あ
り
、
そ
の
他
、
地
域
の
福
祉
関
係

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
る
人
も
多

く
い
て
、
そ
れ
な
り
に
成
果
が
あ
っ
た

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
相
談
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
た
地
区
会
員
の
皆

様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

(

理
事　

梅
田
滋)

　

相
模
原
地
区　
　

　

九
月
六
日(

土)

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
古
淵
店
介
護
用
品
売
り
場
の
横
に

会
場
を
設
け
五
名
の
会
員
で
介
護
相
談

を
行
っ
た
。
九
時
三
十
分
の
開
店
と
同

時
に
チ
ラ
シ
配
り
を
始
め
た
が
、
高
齢

者
が
比
較
的
多
く
来
店
し
て
い
て
快
く

受
け
取
っ
て
く
れ
た
事
が
う
れ
し
か
っ

た
。
午
前
中
は
六
件
の
相
談
が
あ
り
、

内
容
は
オ
ム
ツ
を
し
て
い
る
こ
と
で
室

内
が
臭
く
な
り
悩
ん
で
い
る
事
。
遠
方

の
親
へ
の
贈
り
物
な
ど
、
相
談
は
様
々

で
あ
っ
た
が
、
皆
ホ
ッ
ト
し
た
表
情
で

相
談
を
受
け
て
い
た
。
午
後
は
残
暑
厳

し
い
日
で
も
あ
り
、
相
談
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
誰
も
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
会
場
、
チ
ラ
シ
作
り
に
力
を
入
れ
た

い
。　
　
　
　

(

理
事　

阿
部
良
子)

　

年
末
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま

す
。
さ
て
、
今
回
の
会
報
は
当
会
が
一

般
社
団
法
人
格
を
取
得
し
た
事
や
“
介

護
の
日
制
定
記
念
”
行
事
な
ど
一
歩
を

前
に
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
記
事

内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。
原
稿
依
頼
に

ご
協
力
下
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

良
い
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
平
野
・
中
嶋
・
星
）

担当地区 件数 担当者

相模原 ６人 ５人

湘南東 １８人 ５人

湘南西
平成２１年

２/ ８実施予定

全
国
一
斉
介
護
相
談

　　　　　
　　　　　ビデオ貸出します　

「ちぎれ雲～いつか老人介護～」
１１月２９日　県介護福祉士会臨時総会にて上映

　　ひょんなことから高齢化社会の現実に直面することになっ
　た OL が、様々な人との交流を通して成長していく姿を描いた
　ヒューマン･ドラマ。この映画は「高齢社会」という状況をしっ
　かりと受け止めて、充実した質の高い生活を構築していくため
　には何が必要なのか、爽やかなタッチで問題提起している。

　主演は、細川直美と田中実。脚本・監督　山口巧。　
　製作　あすなろ映画フィルム・クレッセント

　厚生省推薦、文部省選定作品。1999 年国際高齢者年製作

  推　薦　図　書　（推薦者　理事　中嶋春子）

　困難に直面されている方々に勇気を伝える珠玉の一冊！！

　「湘南リハビリ物語」
　　著者が勤務する湘南東部総合病院（通称湘南リハビリ病院）を

　舞台に、患者さん・家族・その友達との一期一会の出会いを“湘

　南リハビリ物語“として、エッセイ風にまとめられた真実の物語り。

　交通事故、脳血管障害、終末期の癌患者の方々が著者でもある

　医師に出会い、リハビリを通じて交流が生まれ、生きる喜びを

　伝えます。ささくれた今の時代だからこそ是非お勧めしたい

　“心の栄養”本。特にリハビリノートと題したト書きが逸品。

　著者＝北村純一　　定価＝本体１０００円＋税　
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